
所属：企画情報課

国・県
支出金

地方債 その他

2.総務費 継続 広報ことうら発行 3,990 596 92 3,302 　○町広報紙「広報ことうら」を毎月1回発行する。発行部数は7,100部。 委託金
1.総務管理費  　　町が今後取り組もうとする事業の紹介や行政情報の公開、地域のニュース等の掲載を 596千円

　行う。
3.文書広報費 　・需用費 消耗品費 　　プリンターインクなど事務用消耗品 60千円 雑入

　・  〃 　　印刷製本費 広報紙印刷製本 3,800千円 92千円
　・役務費 通信運搬費 広報紙発送経費（県内公的機関や県外有料送付分） 130千円

継続 広報公聴活動及び研 17 17 ○広報公聴活動の担当者の資質向上のための研修会参加経費及び鳥取県広報連絡協
修 議会の負担金を支出する。

　　・旅費 普通旅費 広報担当者研修会出席旅費 4千円
　　・負担金、補助及び交付金 負担金 鳥取県広報連絡協議会負担金 13千円

2.総務費 継続 農村多元情報連絡施 85,433 22,475 62,958 ○農村多元情報連絡施設（CATV）の管理運営を行う。 使用料
1.総務管理費 設管理運営 　・需用費 消耗品費 区長用FAX記録用紙等 70千円 6,610千円

7.CATV管理費 　・  〃 　　光熱水費 伝送路増幅器電気代 5,600千円 財産収入
　・  〃 　　修繕費　伝送路・音声告知機等修繕料、電柱移転工事費 28,600千円 26千円
　・役務費 通信運搬費 通信運搬費 10千円 雑入
　・  〃 　　手数料　共架柱強度計算料 9千円 15,839千円

　・  〃 　　火災保険料 火災共済掛金 1,956千円
　・委託料 委託料　CATV伝送路自動復旧ブレーカー用電池定期交換業務等 5,695千円
　・使用料及び賃借料 借上料 CATVインターネット接続装置借上料等 20,167千円
　・工事請負費　工事請負費 CATV新規引き込み等工事 5,000千円
　・負担金、補助及び交付金 負担金 全国農村情報連絡施設協議会負担金等　90千円
　・ 　　　　　　〃　　　　　　　　交付金 農協支援交付金 11,600千円
　・積立金 農村多元情報連絡施設基金 農村多元情報連絡施設基金積立金 6,610千円
　・  〃　　　　　　　　　　 〃  　　　　　　　　農村多元情報連絡施設基金利子積立金　26千円

新規 次期告知放送システ 500 500 ○現在、旧町単位でおこなっているそれぞれの告知放送システムの老朽化が激しく、保守
ム基本構想策定事業 対応が困難になりつつある。 また、両システムは全くの別システムであり、それぞれで放

送を発信する必要があるため、災害時等に全町一斉放送をすることが不可能である。
　 これらの状況を解消するには新システムの導入が不可欠であることから、平成２０年度
に今後の告知放送システムのあり方につい ての基本構想を策定する。
　・委託料 委託料　次期告知放送システム基本構想策定業務委託料 500千円

 5-1

一般
財源

事業内容

事業計画の概要

予算額
　　（千円）

　　　　　　　財源内訳　　　　（千円）

款・項・目
新規
継続
の別

事業名 摘要特定財源



所属：企画情報課  5-2

国・県
支出金

地方債 その他

2.総務費 継続 企画関係事務 655 655 ○企画関係事務等において円滑な事務運営及び公用車等の管理を行う。
1.総務管理費 　・旅費 普通旅費　鳥取等 11千円
8.企画費 　・需用費 消耗品費 事務用品・コピー代等 165千円

　・  〃 　　燃料費　ガソリン代 100千円
　・  〃 　　修繕料　車検修理代（カローラ）　50千円
　・役務費 通信運搬費 郵便・電話代 200千円
　・  〃 　　手数料　車検手数料（カローラ）　40千円
　・  〃 　　自動車保険料 車任意保険料（カローラ・ハイゼット）　39千円
　・使用料及び賃借料 使用料 CORINS及びTECRIS使用料 21千円
　・負担金、補助及び交付金 負担金 風力発電推進市町村全国協議会負担金　20千円
　・公課費 自動車重量税 自動車重量税 9千円

継続 土地取引及び開発事 2 1 1 　○国土利用計画法第25条に基づく土地売買等の届出に関する事務処理を行う。 手数料
業関係事務 　　・需用費　消耗品費　届出書作成に要する事務用品　1千円 1千円

　　・役務費　通信運搬費　届出書送付郵券料（12通分）　1千円

継続 琴浦イメージアップＰ 210 210 　○町主催のイベント情報などを新聞広告により県内外に広く情報提供し、イベントのPRと
Ｒ事業 　町のイメージアップを図る。年間掲載回数は２回。

　　　・通信運搬費　広告料　町ＰＲ企画記事掲載 210千円

継続 総合行政ネットワーク 53,738 53,738 　○庁内及び出先機関のネットワーク設備の維持管理を行い、安定した情報通信環境を提
システム維持管理事 　供する。
業 　　・需用費　消耗品費　無線ＬＡＮカード　30千円

　　・　 〃 　　修繕料　クライアントＰＣ修繕料（分庁舎）　200千円
　　・役務費　手数料　職員用パソコン・庁舎内旧プリンター撤去手数料　468千円
　　・委託料　委託料　ネットワーク保守委託料等　25,828千円
　　・使用料及び賃借料　使用料　ＴＣＢインターネット使用料　3,729千円
　　・工事請負費　工事請負費　本庁舎電算室空調設備工事　1,300千円
　　・備品購入費　庁用備品　職員用パソコン等　22,183千円

継続 ホームページ運営 378 378 　○琴浦町ホームページ公開システムの維持管理を行い、安定的なシステムの稼動を図
　る。
　　・委託料　委託料　琴浦町ホームページ保守委託料　378千円
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国・県
支出金

地方債 その他

2.総務費 継続 琴浦町まちづくり委員 450 450 ○まちづくり委員が町の主要施策などについて自由で活発な意見交換、調査、研究及び
1.総務管理費 会活動事業 提言や町の活性化に向けて、いろいろな活動などをすることにより、町民と行政が連携、
8.企画費 協働しながらつくるまちづくりの実現に寄与する。

　　委員 50人、委員会 12回実施、研修会 2回実施
　・負担金、補助及び交付金 補助金 琴浦町まちづくり委員会活動補助 450千円

継続 太陽光発電システム 950 950 ○住宅用太陽光発電システム設置費用の一部を補助することにより、家庭での地球温暖
設置事業 化防止など、地球環境保全意識の高揚を図るとともに、環境に優しいまちづくりを推進し、

自然エネルギーの活用を積極的に図る。
　　　１件当たり4kwを上限、4万円／kw、8件

　・負担金、補助及び交付金 補助金 住宅用太陽光発電システム設置補助 950千円

継続 琴浦町輝け地域支援 650 650 ○琴浦町内の自治会が行う独自の新たなまちづくり事業に対して補助することにより、町
事業 民による自主的な地域づくり活動を助長し、地域の活性化、住みよいまちづくり、創造性豊

かな人づくり等、健全な地域の発展を図る。
　　補助対象事業費の３分の２以内、１事業当たり20万円を上限、4事業
　・負担金、補助及び交付金 補助金 琴浦町輝け地域支援事業補助 650千円

継続 歴史的まちなみ財産 50 50 ○先人たちにより培われた美しく親しみのある歴史や伝統文化あふれるまちを形成してい
保存整備促進事業 る光部落内の優れた景観を保存・活用するための検討会等を開催することにより、その価

値や認識を深め、今後の地域内における活性化に向けた取り組みを行う光むらづくり協議
会に対して支援する。
※ 光むらづくり協議会役員(会長1人、副会長1人、委員7人、監事2人、顧問4人　計15人)
光むらづくり整備計画検討会(4月、7月、10月 計3回開催予定。延べ参加予定者45人)
　・負担金、補助及び交付金 補助金 光むらづくり整備計画作成補助金 50千円

新規 琴浦町音頭策定委員 2,401 2,401 ○琴浦町音頭の歌詞を募集し、曲や振付を制作することにより、町民のまちづくりに対す
会 る関心を呼び起こすとともに、琴浦町民の一体感の醸成を図る。

　　琴浦町音頭ＣＤ200枚、ＤＶＤ200枚の製作
　・報償費 報償金　選定委員11人、委員会5回 110千円
　・  〃 　　記念品　歌詞、作曲、振付 300千円
　・旅費 普通旅費　収録（松江5人、2回）　45千円
　・  〃 　費用弁償　鳥取大学1人5回、歌詞受賞者(東京)1人1回 89千円
　・需用費 消耗品費 感謝状額縁3個（歌詞、作曲、振付）　7千円
　・委託料 委託料　琴浦町音頭音源製作(ＣＤ200枚、ＤＶＤ200枚) 1,850千円
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国・県
支出金

地方債 その他

2.総務費 新規 琴浦町の鳥選定委員 103 103 ○琴浦町のシンボルに鳥を加え、琴浦町のイメージを広げるとともに自然環境保全、愛鳥
1.総務管理費 会 精神等を啓発する。
8.企画費 　・報償費 報償金　委員報酬 64千円

　・  〃 　　記念品　採用者記念品 27千円
　・需用費 消耗品費 チラシ用用紙代 9千円
　・役務費 通信運搬費 連絡用郵便代 3千円

新規 町民ふれあい号実施 500 500 ○ＪＲ、バス等の車内、及び宿泊地での町民のふれあいの場を創出するため、実行委員
事業 会を立ち上げ、実施時期、規模、候補地等を決定する。

　・負担金、補助及び交付金 補助金 町民ふれあい号実行委員会補助金 500千円

新規 合併記念 ＮＨＫラジ 1,232 1,232 ○全国放送のラジオ番組を通して琴浦町をＰＲするとともに、町民のふれあいの場を創出
オ公開録音 し、地域の活性化を図る。

　ＮＨＫラジオ「歌の散歩道」の公開録音番組
　月～金曜日　午後２時５分～３５分（ラジオ第一・全国放送）
　実施時期：Ｈ２０年１１月７日（金）総合体育館において午後６時開演 　ゲスト３名
　・需用費 消耗品費 会場（総合体育館）床養生用テープ、事務用品等 40千円
　・  〃 　　食糧費　弁当、お茶等 53千円
　・  〃 　　印刷製本費 入場券印刷代等 35千円

　　・役務費　通信運搬費　当選、落選用はがき代（予備）　4千円
　・委託料 委託料　仮設ステージ据付及び撤去、ステージ看板、立看板等 900千円

　　・使用料及び賃借料　賃借料　姿見、ハンガー、投光器、誘導路用コーン、イス等　200千円

新規 携帯電話移動通信鉄 25,352 5,066 17,100 3,166 20 ○上中村部落に携帯電話移動通信鉄塔を整備し、携帯電話不感地区を解消する。 分担金
塔整備事業 　　上中村地区に携帯用通信鉄塔１基（ＫＤＤＩ株式会社） 3,166千円

　・委託料 委託料　移動通信鉄塔整備工事設計監理委託料 8,730千円 県補助金
　・使用料及び賃借料 賃借料 用地借上 21千円 5,066千円

　・工事請負費　工事請負費 移動通信鉄塔整備工事 4,977千円 町債
　・備品購入費　施設備品 移動通信鉄塔備品 11,624千円 17,100千円
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国・県
支出金

地方債 その他

2.総務費 継続 ＢＤＦ（バイオディーゼ 10 10 ○鳥取油田開発計画推進機構に対する負担金を支出する。
1.総務管理費 ル燃料導入事業） ※鳥取油田開発計画推進機構とは、菜の花による景観形成と菜種産業の振興及び菜種
8.企画費 油の廃食油を利用したバイオデｲーゼル燃料の精製を進め、地域振興と循環型社会づくり

を目指した菜の花回廊計画（鳥取油田開発計画）を推進している機構である。
　　鳥取油田開発計画推進機構役員（県出身衆議院議員１名、環境大学教授１名、県内
　市町長６名、県内銀行会長１名、JA代表理事組合長外３名、県養蜂組合理事長１名、
　NPO法人２団体２名、（株）アイ、ヒューマンネット代表取締役１名 　計１６名）
　・負担金、補助及び交付金 負担金 鳥取油田開発計画推進機構負担金 10千円

新規 琴浦ブランド確立事 87 87 ○地域の財産である琴浦地域全体の魅力を「琴浦ブランド」として高めるための検討委員
業 会の運営を行う。

　・報償費 報償金　検討委員10人、委員会4回 80千円
　・旅費 費用弁償　鳥取大学1人4回 7千円

2.総務費 継続 電算管理 18,701 18,701 ○総合行政システムの維持管理・システム改修を行い、安定的なシステムの稼動及び業
1.総務管理費 務の効率化を図る。
11.電算機管理費 　・旅費 普通旅費　鳥取2回・2人 5千円

　・需用費 消耗品費 プリンタートナーカートリッジ等 1,700千円
　・  〃 　　印刷製本費 納付書等専用帳票 1,800千円
　・委託料 委託料　行政システム運用支援等 15,100千円
　・使用料及び賃借料 使用料 住基ネットウィルス対策ソフトライセンス更新等　96千円

195,409 5,662 17,100 25,734 146,913
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